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業 績 予 想 の 修 正 に 関 す る お 知 ら せ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年５月 17 日の決算発表時に公表した平成 20 年３月

期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしました

のでお知らせいたします。 

 

記 

１．平成 20 年３月期中間連結業績予想数値の修正（平成 19 年４月 1 日～平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 14,200 50 500

 

250 

円 銭 

 19 53 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 12,107 △379 33 △117  △9 14 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,093 △429 △467 △367 ―  

増 減 率（％） △14.7 ― △93.4 ― ―  

（ご参考）前 期 実 績 

（平成 19 年 3 月期中間）  14,112 2 454 181  14 08 

 

２．平成 20 年３月期中間業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 9,220 10 420

 

205 

円 銭 

 16 01 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 7,978 △332 86 37  2 89 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,242 △342 △334 △168 ―  

増 減 率（％） △13.5 ― △79.5 △82.0 ―  

（ご参考）前 期 実 績 

（平成 19 年 3 月期中間）  9,134 △63 397 148  11 51 

 



３．平成 20 年３月期連結業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 33,500 550 1,600

 

860 

円 銭 

 67 18 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 31,000 150 1,000 443  34 62 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,500 △400 △600 △417 ―  

増 減 率（％） △7.5 △72.7 △37.5 △48.5 ―  

（ご参考）前 期 実 績 

（平成 19 年 3 月期）  32,620 243 1,191 529  41 16 

 

４．平成 20 年３月期通期業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり
当期純利益

 
前 回 発 表 予 想（Ａ） 22,500 300 1,300

 

700 

円 銭 

 54 69 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 21,000 100 900 503  39 31 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,500 △200 △400 △197 ―  

増 減 率（％） △6.7 △66.7 △30.8 △28.1 ―  

（ご参考）前 期 実 績 

（平成 19 年 3 月期）  21,119 79 1,005 472  36 74 

５．修正の理由 

（１）平成 19 年９月中間期 

大手量販店においては、業界の再編、経営統合・グループ化等、合従連衡の動きが続き、
その結果として大手量販店における仕入先の再編等も行われました。 
当中間連結会計期間において、当社グループの主要販売先の一部大手家電量販店で、仕入

先（帳合先）の変更等が行われ、これにより当社グループの売上は大きな影響を受けました。 
この結果、連結・個別とも、大きく売上が減少し、営業損益では損失となり、経常利益に

おいても大幅な減少となる見込みであります。 
また、個別では、賃貸固定資産に係る減損損失２千２百万円を特別損失として計上し、一

方、連結では、連結子会社の㈱システム機器センターにおいて、売掛債権の貸倒損失と貸倒
引当金繰入を合わせて１億５百万円の特別損失を計上したこと等、中間連結の特別損失とし
て１億２千８百万円計上したこと等により、中間連結純損益は１億１千７百万円の損失とな
る見込みであります。 

以上により、中間期の業績修正を行うものであります。 

（２）平成 20 年３月期 

通期の業績につきましては、連結・個別ともに平成 19 年７月６日に適時開示いたしまし
た㈱シーシーピーとの業務提携の効果が、下半期から出てくるものと見込んでおり、これに
よる販売商品の拡充と新規販売先の拡大等、また、オリジナル商品の拡充により下半期の業
績は大きく回復するものと見込んでおります。 

しかしながら、上半期の未達成分をカバーするまでには至らないと判断し、通期の当初予
想を修正するものであります。 

 

※ 上記の業績予想は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した
ものであります。実際の業績等は経済情勢、今後の様々な要因により上記予想数値と異な
る場合があります。 

以 上  


